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1. はじめに 

1.1 背景と目的 
全国の自治体で，公共施設再編が大きな課題

となっている中で，多くの自治体で，施設評価

を行い，客観的指標のもとに施設の再編を進め

ている。しかし，施設評価を行う際の項目や基

準など，統一された方法は示されていない。ま

た自治体によって，人口や財政状況などは異な

り，特に各自治体の持つ地域的課題は大きく異

なることから，評価の手法も地域的な特徴によ

って，異なる方法や分類が必要であると考える。 
そこで本研究は，地域ごとに異なる特性や課

題によって，自治体を分類するための方法とし

て，レーダーチャートを用いて自治体の分類を

行い，その有効性について考察することを目的

とする。 
 

1.2 研究の方法 
 本稿では千葉県の市レベルの自治体37市を

対象に，地域特性を示す指標から，レーダーチ

ャートを作成し，地域特性ごとに形を分類し，

類型ごとに，その特徴や傾向を考察する。指標

については，都市データパックに記載されてい

るデータを，正規化をおこない扱うものとする。

本稿では，［人口］［人口密度］［可住地面積］

［面積］［公共施設延床面積］［地方税収額］

の６つの指標を用いてレーダーチャートを作

成する。各自治体の指標については，表１に示

す。 
各自治体の特性を可視化し，チャートの形に

よって特性を示すことで，他の自治体において

同様に行う際にも容易に用いることが可能で

あり，地域特性をもとに再編における評価項目

を検討する際には，庁内外の人が感覚的に理解

し検討し易くできるため，本稿ではレーダーチ

ャートを用いている。 
 

2. レーダーチャートからみる地域特性 

2.1 レーダーチャートによる可視化 
 千葉県37市の地域特性を示す６の指標を用い

てレーダーチャートに示し，チャートの形をも

とに整理したものが図１である。 
 各項目の大小により，チャートの形から地域

的特徴を示していることがわかる。 

 全ての項目において，高い値を示す自治体，

またはいずれかの指標に突出している自治体

の大きくは２つに分けられる。 

表１ 対象自治体と分類 
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図１ レーダーチャートによる地域特性の分類 
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また，類似する形の中でも，チャートの大きさ

によって地域の特徴を捉えることができる。 

 

2.2 レーダーチャートによる類型化 
37市のチャートを類似する形およびその大

きさによって，分類したものが図１ある。大き

く突出する指標によって3つの型，「都市部型」

「市街地型」「郊外型」に分類できる。さらに，

それぞれの型の中でも，突出・陥入する指標に

よって，類似する形によりタイプごとに分類し，

それぞれの特徴を示す指標を記している。 

３つの型についてみると，「都市部型」は全

ての指標について高い値を示している自治体，

「市街地型」については，人口に関する指標の

突出している自治体，「郊外型」は面積に関す

る指標の突出している自治体で分類している。 

以下より，それぞれの型について詳細にみる。 

Ａ 都市部型 

Ａタイプには，２自治体が分類する。どちら

の自治体でも，ほぼすべての指標において，高

い値を示していることから，「都市型」とする。 

Ａ-ａタイプの千葉市については，４つ指標

において，３７市の中で最も高い値を示し突出

しており，人口密度のみ陥入している。一方Ａ  

-ｂタイプの柏市は，すべての項目で比較的高

い値を示し，バランスのよいチャートとなって

いる。 

それぞれ，千葉市については人口密度，柏市

については面積の指標が陥入しているが，全体

をみても，チャートの大きさが比較的大きいこ

とがわかる。 

 
Ｂ 市街地型 

Ｂタイプには，11自治体が分類する。いずれ

の自治体も，人口または人口密度と，人口に関

する指標が突出している自治体である。比較的，

都市部型の自治体の近郊に位置する自治体が

分類しているため，「市街地型」としている。 
Ｂ-ａタイプの４自治体は，人口および人口

密度の両方が突出しており，チャートの大きさ

も比較的大きく，都市部よりの傾向がうかがえ

る。 
一方，Ｂ-ｂタイプの７自治体は，人口密度の

みが突出し，面積が陥入している。面積が小さ

いのに対して，人口密度が特に高い自治体であ

る。 
全体からみて，比較的チャートの大きさが小

さいが，人口密度の値が特に高く突出している

ことから，市街地型に分類している。 
 
 

Ｃ 郊外型 

Ｃタイプには，２４自治体が分類する。いず

れの自治体も共通して，面積または可住地面積

と，市域面積に関する指標が突出している自治

体である。面積が大きく沿岸部に位置している

自治体が該当するため「郊外型」としている。

全体からみると，チャートの大きさも中程度の

自治体が分類していることがわかる。 
市域面積の大きい自治体の中でも，それぞれ

の特徴によって，a～eの５タイプにさらに分け

ることができる。 
Ｃ-ａタイプは，面積が大きくさらに可住地

面積も大きな，１３自治体が分類している。対

象自治体の中でも最も多く分類されているタ

イプである。図に示すように，タイプの中でも，

チャートの形がいくつかみられる。 
上段に示す５自治体については，面積に関す

る指標以外の４指標については，比較的中程度

となっている。一方，中段５自治体については，

面積に関する２指標のみが突出している。下段

の３自治体については，人口密度が極めて低く，

陥入しており，チャートの形が多少，歪である

ことがわかる。 
 
 

 
図２ レーダーチャートの分類による分布 
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Ｃ-ｂタイプは，可住地面積が突出している

のに対して，公共施設延床面積が特に陥入して

いる，２自治体が分類している。 
このタイプに分類される，野田市および八街

市ともに，Ａタイプの都市部型に隣接する自治

体であることから，このタイプについては，市

街地型に近い傾向をもっているとも考えられ

る。 
Ｃ-ｃタイプについては，可住地面積および

面積の他に，人口密度が比較的突出している，

２自治体が分類している。面積に対して，可住

地面積が大きく，一方で人口が少なく，地方税

収額が低い自治体である。 
Ｃ-ｄタイプは，面積および可住地面積が突

出している，３自治体の分類である。 
Ｃ-ｅタイプは面積のみが突出しているタイ

プで，郊外型の中でも，チャートの面積が比較

的小さい，４自治体の分類である。Cタイプの

分類について，図２に示す分布をみると，比較

的隣接した自治体で類似する形を示している

ことがわかる。地域的特徴として，立地が影響

を及ぼしていることが考えられる。 
 
3. まとめ 

公共施設再編において，施設評価を行う際に

必要となる，地域特性による自治体の分類を，

チャートを作成することにより，千葉県を対象

とした場合，大きく３つの型に分類することが

できる。3つの型の特徴として，大きくは，人

口に関する指標および，面積に関する指標の２

つで特性が出ることが明らかである。さらに，

それぞれの指標の突出・陥入によるチャートの

形によって，詳細な分類を行うことができる。 
本稿での類型についてみると，それぞれ地域

の特徴を示す分類となっているが，これらの類

型を用いて，今後施設評価の項目について考察

する必要がある。その上で，今回のチャートに

よる分類の有効性について図ることができる。 
しかし，本稿では千葉県を対象に行っている

ため，分類の際に，大きく分散することがなか

ったが，本研究で目指すものは，全国の自治体

を対象として，地域特性によって分類すること

である。そのため，今回の類型を用いて実際に

施設評価項目の検討を行うと同時に，全国での

展開を検討することが今後の課題である。 
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